
「３・１１」を通 り越 したいから「とっこす」 

屋 内 遊 戯 施 設 の建 設 ・運 営 をめざす 

「子どもの健全育成」と「地域社会の活性化」めざし 

伊達市１６番目のＮＰＯ法人「とっこす」誕生！ 
 

設立認証書を手にする佐藤京子理事長 

写真は屋内遊戯施設建物案の冊子表紙 

平成２４年１２月、伊達市に新しいＮＰＯ法人が誕

生しました。名称は「ＮＰＯ法人とっこす」。理事長

佐藤京子さんのインタビューを交えて、伊達市１６番

目のＮＰＯ法人のプロフィールをご紹介します。 

「ＮＰＯ法人とっこす」の設立が認証されたのは９

月の申請から約３か月後の昨年１２月１３日。お話は

平成２５年１月１０日にうかがいました。 

……………………「「「「とっこすとっこすとっこすとっこす」」」」というというというという名称名称名称名称のののの意味意味意味意味はははは？？？？    

「３・１１」を皆で通り越したいのでこの名にしま

した。「通り越す」を方言では「とっこす」と言いま

す。震災・原発事故を通り越そうという意気込みです。 

……………………具体的具体的具体的具体的にににに「「「「とっこすとっこすとっこすとっこす」」」」がめざすのはがめざすのはがめざすのはがめざすのは？？？？    

 設立趣旨書にも定款にも明記しましたが「屋内遊戯

施設」の管理運営を通じて、地域の子ども達の健全育

成と、地域社会の活性化をめざしたいと思っています。

屋外活動が制限されている中、屋内の遊戯施設が街中

にあり、子どもが遊べるだけでなく大人も楽しめる工

夫をすれば、地域活性化にもつながるのではないかと

考えています。 

……………………「「「「とっこすとっこすとっこすとっこす」」」」のののの構成構成構成構成メンバーはメンバーはメンバーはメンバーは？？？？当面当面当面当面のののの活動活動活動活動はははは？？？？    

メンバーは私を含め、伊達市内の５０歳代の自営業

者やその友人知人が中心です。屋内遊戯施設開設には、

土地、施設、設備、資金、運営スタッフという多くの

課題を解決しなければなりませんから時間がかかり

ます。行政を含め多くの地域の皆さんに協力していた

だくことも不可欠です。こうした諸々に取り組むため

にも、まずは「とっこす」を知ってもらうことが第一

です。設立後１年間は、そのためのアピール活動や勉

強会を重ねていくつもりです。 

……………………伊達市市民伊達市市民伊達市市民伊達市市民活動支援活動支援活動支援活動支援センターへのセンターへのセンターへのセンターへの要望要望要望要望はははは？？？？ 

NPO 法人についてもあらためて学んでいきたいの

で、伊達市 NPO 法人の事業報告会など、横のつなが

りが持てる場があればと思います。支援センターのみ

なさん、ぜひよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

★裏面もご覧ください…「支援センター活動報告」を掲載 

平成 2５年 1 月 31 日 

NPO 法人とっこす 

とっこすの活動目的 

この法人は、屋内遊戯施設の建設・運営事業を通じて、地域の

子どもたちの健全育成を図るとともに、まちづくりの推進を図り、

地域社会の活性化に寄与することを目的とする。 

（定款より） 

代表：佐藤京子さん  連絡先：024-575-2177 
事務所：伊達市保原町字竹内町８１番地４ 

法人が行う活動分野（略称） 
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市内２２地点の放射線量変化に分析解説を追加 

支援センターのホームページで確認できます 

平成２３年７月から測定開始 除染作業で大きな変化 

被災者・初心者向け PC 講習会もサポート 

情報格差解消と生活再建のきっかけに 

満員となった年賀状講座会場 

「支援センター」では伊達市内市民団体の活動支援

のため、公式ホームページによる情報発信サポートを

続けています。 

平成２４年５月から始めた「ＮＰＯ法人環境ワーキ

ンググループ伊達」による「放射線量測定マップ」も

その１つですが、去年１２月からはこのマップに線量

変化のコメントが追加されています。ぜひ一度ホーム

ページで確かめてみてください。 

分析コメントは、毎日分析している線量変化を月ご

とにまとめその変化の内容を記したものです。測定結

果の数字やグラフとあわせて読めば測定地点の放射

線量の変化がよりわかりやすくなります。 

例えば下の写真は１７番目の測定地点、霊山の「坂

ノ上集会所」のデータですが、グラフを見れば線量の

低下は一目瞭然。加えて「今月の分析」を読むとこう

あります。「今月は前月と比べて 4.1％と大きく減少

した。これは昨年の除染作業により、地表 5ｃｍで

0.57 と大きく低下しており周辺からの移動も少ない

ことが考えられる」。目に見えない放射線を「見える

化」することで何とか対応できるようにしたい…私達

支援センターはこうした情報発信のサポートを今後

も続けて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○「環境ワーキンググループ伊達」の放射線測定マップ 

はこちらから確認できます 

http ://www.date-c iv i lsupport . jp/?p=461 

平成２４年１０月２５日～１２月９日まで、「一般

社団法人ふくしま情報サポーター」と協力して、震災

被災者に向けた初心者対象のパソコン・インターネッ

ト講習会、年賀状作成講

習会を企画実施しました。

どちらも被災地の生活再

建のひとつとして伊達ふ

れあいセンターで開催。

伊達市へ避難している方

を中心に、多くの参加が

ありました。 

 

NPONPONPONPO 法人法人法人法人ワンポイントコーナーワンポイントコーナーワンポイントコーナーワンポイントコーナー    

「非営利」と NPO 法人への誤解 

当支援センターへのご意見の中に、NPO 法人の、

NPO「Non－Profit－Organization」を「非営利団

体」と直訳すると、「非営利」から、NPO 法人が「収

益事業を行ってはならない」また、「人件費を支払っ

てはいけない」との誤解が生じやすいのでは、とのご

意見があります。今回はその誤解について解説します。 

NPO 法人に必要な“永続性”と「非営利」 

まず、NPO 法人制度とは、ボランティア活動では

できない組織的な「非営利」公益活動を、“永続的”

に行えるよう法人格を取得できる制度です。 
“永続的”に「非営利」公益活動を行うためには、

人材の確保、事務所費などの活動経費が必要となりま

す。人材は有給スタッフやボランティアが、法人によ

って混在し、そのためにボランティアの「無報酬性」

を NPO 法人に当てはめる誤解があるのでしょう。 

活動経費には当然収入が必要となります。収入は会

費・寄付や、助成金・補助金、そして収益事業を組み

合わせたものとなります。この収益事業については、

事業の収益から経費（人件費も含める）を引いた“利

益”を役員や社員に「分配」せず、次の公益活動へと

使用する“永続性”が求められます。これが「非営利」

の意味であり、「非分配」とも言い換えられます。 

NPO 法人にとって、人を雇用し収益事業を安定し

て行うことは、公益活動の“永続性”において必要で

あると言えます。 

わたしたちがサポートします 

～NPONPONPONPO へへへへ参加参加参加参加をしたいをしたいをしたいをしたい 。。。。    ～さらにさらにさらにさらに活動活動活動活動をををを広広広広げたいげたいげたいげたい。。。。 

…そんな市民の「したい」を応援します。 

お気軽にご相談ください。まずはお電話から… 

電話番号： ０２４-５８３-２８００ 

○開館： 毎週・火～日曜（月曜休館）  午前 9999 時～午後 6666 時 

 

 

お気軽に伊達ふれあいセンター３階まで 
わたしたちがサポートします 


